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序

藤木秀朗

なぜ文化としてのゴミなのか。そもそもゴミは文化なのか。本特集のテー
マに対して、こうした疑問が出てくるのは当然だろう。ゴミは、実際、工学
的・化学的に処理され、法律によって規制され、経済的な原理として機能し
ている。したがって、ゴミ問題は自然科学、法学、経済学、社会学の分野に
任せておけば十分であり、文化として考えることにどのような利点があるの
かと疑念を抱かれても不思議ではない。しかし、本特集では、そうした他分
野の研究とともに、ゴミを文化として考えることが、それがもたらす環境問
題に対処する上で一つの大きな決め手だと考えている。それは、ゴミが、日
常生活から芸術・メディア活動に至るまで人間のあらゆる種類の営みと切り
離せないものだからであり、人々はそうした営みを通して身体的、想像的、
慣習的、倫理的、あるいは創造的にさまざまな形でゴミと付き合っているか
らである（Hawkins 2006）。したがって、本特集の大きなねらいは、そうし
た多様な文化的実践を通じて─とくにメディアを通じて─人々はゴミと
どう付き合ってきたのか、どう付き合うべきかを考察するところにある。
このことを探究するためには、まず、文化とゴミがこれまでにどのように

論じられてきたかを確認しておく必要があるだろう。近年のポストヒューマ
ニズムやニュー・マテリアリズムの議論の中で頻繁に指摘されているように、
従来の「文化」や「culture」の概念は、歴史的・地理的文脈に応じて多様で複
雑な意味を帯び変化してきたとはいえ、人間中心に考えられてきたところが
大きい。ゴミに関する古典的書物としてしばしば引き合いに出されるメア
リー・ダグラスの『汚穢と禁忌』はその典型だと言える。彼女にとって、ゴミ
ないしは汚穢（dirt）は文化秩序の創出と維持のための「副産物」（ダグラス
2009, 360）である。そこで想定されているのは、ウィリアム・ヴァインニが
指摘するように、あくまで人間にとってのゴミ排出の意味であって、物質と
してのゴミ自体ではない（Viney 2014, 1‒2）。文化が人間中心に考えられると、
物自体の問題が看過されてしまうのだ。

事実、ゴミは、人間によって産出され意味付けられた側面と物自体の側面
の両面からなる。藤原辰史によれば、ゴミとは「ものの名前ではなく、ある
特定の社会経済状況のなかでの最終形態をあらわす言葉にすぎない。新品
がゴミという名称に変わるにすぎない。」（2019, 17‒18）藤原はこのように述
べながら、木材や生ゴミなど自然環境で分解されるゴミに焦点を合わせて論
を展開している。ヴァインニは、これとは幾分異なる観点から、しかし同様



0 0 8

 特集 ─ 文化としてのゴミ

に、ゴミとは時間の問題だと主張している。すなわち、それは、時間の経過
の中で、ある事物がある時点からそのように感じられるものだというわけな
のだ（Viney 2014, esp. 2）。二人の論者は、その違いにもかかわらずいずれも、
ゴミがなおも人間と切り離せないものであることを示唆しつつ、ゴミ自体の
性質に注意を向けている点で一致している。
このようにゴミの両面性を踏まえて文化を考えるのであれば、ブルーノ・

ラトゥールやジェーン・ベネットなどが示唆するように、文化における人間
の位置を相対化し、文化自体の概念を人間中心的なものから、物─その性
質とその作用力（agency）─を含めた概念として再定義する必要があるだ
ろう（ラトゥール 2008; Bennett 2010）。これが、「文化」と「自然」を二元論的
に見る見方とは大きく異なっていることは言うまでもない。ゴミを人間と物
の関係性として捉える見方はまた、人間と地球全体との関係の捉え方にも呼
応している点でも重要だ。人新世と呼ばれる時代にあって、地球もまた、地
質としても生態系としても人間の影響力から切り離せないものであると同時
に、人間には還元でない物質としての特性も備えている。ゴミに対してにせ
よ地球に対してにせよ、とりわけ近代以降は、人間がそれを支配し、自らに
従属させる道具的関係（Bennett 2010, xi）が慣習化してきた。すなわち、ゴ
ミは、そうした慣習の中で、ある物が人間の道具としての価値を失った結果
として創出されてきたものなのだ。地球環境の劣化が喫緊の課題になってい
る今、文化におけるそうした物との付き合い方を見直し、より良い関係のあ
り方を見出していくことが環境問題の解決に向けて必要不可欠だと考えられ
るのである。

ゴミを文化として考えることにはさまざまな論点がありうるが、ここでは
本特集の5本の論考にかかわり、近年盛んに議論されているものを4つだけ
挙げておきたい。1つは、近代の資本主義システムとそこにまつわる慣習に
対する批判である。資本主義システムは、自然環境の中で「分解」されない化
学物質や放射性物質といった毒性を伴うゴミを生み出してきた。しかも、そ
れが人間にも人間ならざるものにも悪影響を与えるものであるにもかかわら
ず、このシステムの中で人々は生産的価値・道具的価値を優先させ、そのシ
ステムの維持のためにゴミを排出すると同時に（Giles 2016, 82）、その人間
中心の価値を失ったものには目を向けず、想像の外に排除してきた。このこ
とにも関連して2つ目の論点は、ゴミが人間社会の不均衡性と連動してきた
ことへの批判である。歴史的にゴミ処理は下層の人たちが担ってきたことや
（バウマン2007）、先進国のプラスチックゴミなどの廃棄物がグローバル・サ
ウスの地域に運ばれて処理されていることはよく知られている（例えば、同
前; Dönmez 2016）。こうした事実はまた、ゴミそのものと同様に、自然化さ
れ、それゆえに不可視化されてきた。第 3に、そうしたゴミやゴミに従事す
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る人たちの立場から社会の規範を問い直す論点も生まれてきている。この
クィア的論調は、ゴミにつきまとう汚染、不純さ、混淆さ、過剰さ、流動性、
周縁といった性格に価値を置き、それを排除して純粋さと権威を保とうとし
てきた資本主義、植民地主義、白人中心主義、欧米中心主義、異性愛中心主
義といった、世界に支配的な規範を撹乱し、社会のあり方自体を問題化する
（Kendall 2021; Mayer 2013）。そして最後に、これら3つの論点とも関連して

第4の論点として指摘したいのがメディアの問題である。メディアは、ゴミ
をどう可視化し、人間とゴミとの関係を見直し、人々の想像力や倫理感に訴
えるのか。続く5つの論考は、これら4つの論点を大なり小なり踏襲し、と
りわけメディアの問題に取り組んでいるという点で共通している。

本特集は、2020年 1月25－26日に開催したTCS 国際シンポジウム「文化と
してのゴミ」がベースになっている。本特集ではメディアに焦点を合わせた
が、当シンポジウムで発表したネイスン・ホプソン、英子・丸子・シナワ、土屋
雄一郎、猪瀬浩平の各氏をはじめ多くの参加者から数々の有益な示唆をいた
だいた。この場を借りて謝意を表すとともに、本特集をきっかけに、ゴミと
いう、あらゆる分野の鋭意を結集することなしには解決され得ない問題に対
して学際的な研究がさらに盛り上がることを願ってやまない。
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